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はじめに 

地方公共団体の厳しい財政状況の中で、財政の透明性を高め、住民に対する説明責

任をより適切に果たし、財政の効率化・適正化を図るため、従来からの現金主義・単

式簿記による予算・決算制度を補完するものとして、発生主義・複式簿記による財務

書類（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書及び資金収支計算書等）の

作成、開示が推進されています。 

発生主義・複式簿記を採用することで、現金主義・単式簿記だけでは見えにくい減

価償却費、退職手当引当金といったコスト情報や、資産、負債といったストック情報

の把握が可能になります。また、発生主義・複式簿記により財務書類を作成し開示す

ることにより、減価償却費等を含むコスト情報・ストック情報が「見える化」され、

住民や議会への説明責任をより適切に果たすとともに、財政マネジメント、公共施

設マネジメント等へ活用していくことが期待されます。 

 

 

 
※総務省「統一的な基準による地方公会計マニュアル」より 
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第１．財務書類４表の相互関係と各財務書類の概要 

1.  財務書類４表の相互関係 

財務書類４表は「貸借対照表」、「行政コスト計算書」、「純資産変動計算書」、「資金

収支計算書」の４表から構成されており、これら４表の相互関係は次の図のとおりで

す。 

 

 

 

・「貸借対照表」の純資産の変動を表したものが、「純資産変動計算書」です。 

・「行政コスト計算書」は「純資産変動計算書」における純行政コストの詳細な内訳明細 

です。 

・「資金収支計算書」は歳計現金の詳細な動きを表す計算書です。本年度末歳計現金残高に

本年度末歳計外現金残高を加えた現金預金残高が、「貸借対照表」の現金預金と一致しま

す。 
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2.  貸借対照表の概要 

貸借対照表とは、作成基準日における「資産」、「負債」及び「純資産」の状況を明

らかにすることを目的として作成する計算書です。貸借対照表は、市が保有する財産

(資産)と、その財産(資産)をどのような財源(負債、純資産)で賄ってきたかを表した

もので、「資産の部」、「負債の部」及び「純資産の部」で構成されています。 

「資産の部」には市民の財産として将来世代に残るものが計上され、「負債の部」に

は将来世代の市民負担が、「純資産の部」にはこれまでの市民負担が計上されます。 

つまり、「資産の部」は“資金の使途”を、「負債の部」及び「純資産の部」は“資金

の調達方法”を示しています。 

 

《貸借対照表のイメージ》 

借  方 貸  方 

 
 

負債の部 

資産の部 
  将来世代の負担 

 （例：地方債、将来支払うべき退職金等） 

行政サービスを提供するための公共施設、

インフラ施設や、将来、行政サービスに使用

する現金等の市が保有する資産 

（例：道路、学校、土地、現金預金、出資金、

基金等） 

 

 

純資産の部 

 

 過去または現世代の負担 

（例：国県補助金、これまでに収納した市税等） 
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《貸借対照表の構成・主な勘定科目》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資産の部】 

固
定
資
産 

有
形
固
定
資
産 

事業用資産 
事業用資産は、インフラ資産及び物品以外の有形固定資産をいいます。庁舎、学校用地等に関

わる土地や建物等が計上されています。 

インフラ資産 

インフラ資産は、性質が特殊であり代替的利用ができないこと、移動させることができないこ

と、処分に関し制約を受けるといった特徴の一部またはすべてを有するものであり、道路や上

下水道、公園等に関わる土地や建物、工作物等が該当します。 

物品 

物品は、地方自治法第 239 条第 1項に規定するもので、原則として取得価格又は見積価格が 50

万円（美術品 300 万円）以上の場合に資産として計上します。消防車両や巡回バス、教育関係

の器具・備品等が該当します。 

無形固定資産 長期にわたり収益をもたらすことが期待される法的権利やソフトウェア等が該当します。 

投
資
そ
の
他
の
資
産 

投資及び出資金 市が行政活動を行う上で必要な団体への出資金の金額と市が保有する有価証券の金額です。 

長期延滞債権 収入未済額のうち、滞納繰越分（前年度以前の収入未済額）を計上しています。 

基金 
固定資産に計上される基金は基本的には、原資を確保し利息を運用するなど、固定性の高い性

格のものです。 

徴収不能引当金 
徴収不能引当金は、将来回収できないリスクを把握する目的から、長期延滞債権に対して過去

の実績に基づいた不納欠損率を乗じて算出した額を計上しています。 

流
動
資
産 

現金預金 市が保有する現金及び預金の年度末残高です。 

未収金 収入未済額のうち、本年度の収入未済額を計上しています。 

基
金 

財政調整基金 

年度間の財源の不均衡を調節するため、余裕のある年度に積立、災害や大幅な減収など思わぬ

支出が発生した場合に対応するための基金です。その性格上、すぐ現金化する必要があるため、

流動性が高いものです。 

減債基金 
市債の返済を計画的に行うため、余裕のある年度に積立、繰上償還などの財源に充てるための

基金です。返済を前提としているため、流動性が高いものです。 

徴収不能引当金 未収金に対して過去の実績に基づいた不納欠損率を乗じて算出した額を計上しています。 

 

【負債の部】 

固
定
負
債 

地方債 
有形固定資産の形成等のため発行した市債の元金残高のうち、期末日から１年超の償還予定額

です。 

退職手当引当金 職員が退職した場合の退職手当支給見込額です。 

流
動
負
債 

一年内償還予定地方債 
有形固定資産の形成等のため発行した市債の元金残高のうち、期末日から 1年以内の償還予定

額です。 

賞与引当金 
職員へ翌年度に支払う期末勤勉手当のうち、本年度分（本年度 12 月～3月分相当額）を見積も

った額を計上しています。 

預り金 期末の歳計外現金の額を計上しています。 

 

【純資産の部】 

固定資産等形成分 
固定資産形成分は、資産形成のために充当した資源の蓄積をいい、原則として金銭以外の形態

（固定資産等）で保有されます。 

余剰分（不足分） 

余剰分（不足分）は、地方公共団体の費消可能な資源の蓄積をいい、原則として金銭の形態で

保有されます。ただし、市債を発行して資産を取得している会計のほとんどは余剰分（不足分）

がマイナスになります。これらについては、借入により資産を取得することで現在保有する資

金を上回るだけでなく、将来の財源を先食いしていることを意味しています。 
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3.  行政コスト計算書の概要 

行政コスト計算書とは、市が１年間に提供した行政サービスに要したコストと、そ

の財源である使用料等の収入を明らかにすることを目的として作成する計算書です。   

行政コスト計算書では、行政サービスを提供するために要した経費の金額を「経常

費用」で表し、使用料等の主に行政サービス提供の過程で得られた収入を「経常収益」

で表しています。行政サービスを提供する上で最も重要な財源の一つである税収は「経

常収益」に含めないため、「経常費用」から「経常収益」を差し引いた「純経常行政コ

スト」は、一般的には大幅なコスト超過となり、その超過分は市税や地方交付税とい

った一般財源や資産の売却益等で賄われます。 

貸借対照表が将来世代に残る資産(財産)等の形成状況を示しているのに対し、行政

コスト計算書は、人的サービスや給付サービス等の資産形成につながらない行政サー

ビスの活動実績をコストという側面から把握するものです。 

《行政コスト計算書の構成・主な勘定科目》 

経 常 

費 用 

人件費 

職員給与費 職員に対して支払われる給与費等から、賞与等引当金及び退職手当引当金の取崩額を除いた金額です。 

賞与等引当金繰入額 当年度に賞与等引当金として繰り入れた金額です。 

退職手当引当金繰入額 当年度に退職手当引当金として繰り入れた金額です。 

その他 議員報酬、委員報酬、会計年度任用職員報酬等が該当します。 

物件費等 

物件費 旅費、光熱水費、委託費、使用料及び賃借料等、物に関して市が支出した維持補修費を除く費用の額です。 

維持補修費 市が管理する公用施設等の維持修繕のための費用の額です。 

減価償却費 償却資産の使用等に伴う価値の減少分です。 

その他 電気料金や郵便料金、消耗品等が該当します。 

そ の 他 

の業務費

用 

支払利息 市債及び一時借入金にかかる利息の額です。 

徴収不能引当金繰入額 翌年度以降に見込まれる徴収不能額に対する不足額を計上しています。 

その他 返還金、過年度分過誤納還付金等が計上されています。 

移転費用 

補助金等 他の地方公共団体（一部事務組合等）や民間に対し、各種行政上の目的をもって交付する補助金額です。 

社会保障給付 
各種法令(生活保護法、児童福祉法、老人保健法当)に基づき行う、又は市単独で行う被扶助者に対する支

給額です。 

他会計への繰出金 特別会計などの他会計に対して支出する繰出金額です。 

その他 自動車重量税などの公課費、補修補填及び賠償金が計上されています。 

経 常

収 益 

使用料及び手数料 使用料及び手数料の金額です。 

その他 受取利息、延滞金等の金額です。 

純経常行政コスト 経常費用－経常収益 

臨時損失 災害復旧費、資産除売却損等の金額です。 

臨時利益 資産売却益等の金額です。 

純行政コスト 純経常行政コスト＋臨時損失－臨時利益 
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4.  純資産変動計算書の概要 

純資産変動計算書は、貸借対照表に計上される純資産の１年間の変動を明らかにする 

ことを目的として作成する計算書です。 

純資産変動計算書を見ることで、当年度の行政コストが税収、国県補助金等で賄うこ 

とができているのか、１年間の固定資産等の増減はどのような状況かを把握することが

できます。 

 

《純資産変動計算書の構成・主な勘定科目》 

前年度末純資産残高 前年度末の純資産残高です。 

純行政コスト 行政コスト計算書の純行政コストの金額をマイナス表示しています。 

財源 

税収等 
市税や地方譲与税、地方交付税等の一般財源及び寄附金等が該当し、余剰分（不足分）に計上さ

れます。 

国県等補助金 国庫支出金、県支出金等が該当し、余剰分（不足分）に計上されます。 

本年度差額 

純行政コスト＋財源 

本年度差額がプラスの場合は、当年度コストを当年度の財源で賄うことができたことを意味し、

マイナスの場合は当年度のコストを前年度からの繰越で補っていることを意味しています。 

固定資産等の変動 

(内部変動) 

有形固定資産等の増加 
有形固定資産等の増加は、有形固定資産及び無形固定資産の形成による保有資産の増加額または

有形固定資産及び無形固定資産の形成のための支出額(または支出確定額)です。 

有形固定資産等の減少 
有形固定資産等の減少は、有形固定資産及び無形固定資産の減価償却相当額及び除売却による減

少額または有形固定資産及び無形固定資産の売却収入（元本分）です。 

貸付金・基金等の増加 
貸付金・基金等の増加は、貸付金の償還及び基金等の取崩等による減少額または貸付金の償還収

入及び基金の取り崩し収入相当額等です。 

貸付金・基金等の減少 
貸付金・基金等の減少は、貸付金・基金等の形成による保有資産の増加額または新たな貸付金・

基金等のために支出した金額です。 

資産評価差額 有価証券等の評価差額を計上します。 

無償所管換等 無償で譲渡または取得した固定資産の評価額や会計間の資産の移し替え等を計上します。 

その他 上記に当てはまらない純資産の変動額を計上します。 

本年度純資産変動額 本年度差額＋資産評価差額＋無償所管換等＋その他 

本年度純資産残高 前年度末純資産残高＋本年度純資産変動額 
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5.  資金収支計算書の概要 

資金収支計算書とは、行政活動に伴う資金の流れを「業務活動収支」、「投資活動収

支」及び「財務活動収支」の３つの区分に分けて作成する計算書です。 

「業務活動収支」、「投資活動収支」及び「財務活動収支」の３つの区分に分けて表

示することにより、行政活動区分別の資金収支の状況が明確になります。 

 

《資金収支計算書の構成》 

業務活動収支 

経常的な事業により発生する支出、一般的な財源である税収等により継続的に発生する収入及び臨

時的な支出、収入を集計し、差額を業務活動収支として計上しています。 

業務活動収支の範囲内で投資活動を行うことが望ましいとされています。 

投資活動収支 

 

固定資産の取得及び売却、その財源としての国県等補助金等の受入、資金の貸付及びその回収、出

資等の投資、基金の積立及び取崩等、資本形成活動に伴い発生する資金収支を計上しています。 

投資活動収支は通常マイナスとなるため、業務活動の黒字や市債で賄うこととなります。 

 

財務活動収支 市債の発行とその償還が主に計上されます。 
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第２．財務書類４表の対象会計範囲 

  

各財務書類は、「一般会計等」、「全体会計」、「連結会計」の３つに区分して作成します。 

 

（１）一般会計等財務書類 

一般会計等財務書類とは、一般会計及び公営事業会計以外の特別会計を基礎として

作成する財務書類です。 

本市では、一般会計及びクレール平田運営特別会計、月見の里南濃運営特別会計、

介護老人保健施設在宅介護支援センター特別会計が一般会計等の範囲に含まれます。 

 

 （２）全体財務書類 

全体財務書類とは、一般会計等に公営事業会計(その他の特別会計と公営企業会計)

を加え、それらを一つの行政サービス実施主体とみなして作成する財務書類です。 

本市では、一般会計等、国民健康保険特別会計や介護保険特別会計等の特別会計、

水道事業会計等の企業会計が全体会計の範囲に含まれます。 

 

 （３）連結財務書類 

連結財務書類とは、全体会計に一部事務組合等の関係団体を加え、それらを一つの行

政サービス実施主体とみなして作成する財務書類です。 

本市では、一般会計等、公営事業会計、一部事務組合・広域連合、第三セクター等が 

連結会計の範囲に含まれます。 
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公営事業会計 

一般会計・クレール平田運営特別会計・月見の里南濃運営特別会計 

介護老人保健施設在宅介護支援センター特別会計 

 

国民健康保険特別会計 ・介護保険特別会計（保険事業勘定） 

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 

後期高齢者医療特別会計・水道事業会計・下水道事業会計 

介護老人福祉施設事業特別会計・介護老人保健施設事業特別会計 

一部事務組合・広域連合 

西南濃粗大廃棄物処理組合・南濃衛生施設利用事務組合 

岐阜県市町村会館組合 

岐阜県後期高齢者医療広域連合（一般会計・特別会計） 

３岐阜県後期高齢者医療広域連合（一般会計・特別会計） 

２南濃衛生施設利用事務組合 

 

第三セクター等 

一般財団法人 海津市観光情報センター 

社会福祉法人 海津市社会福祉協議会 

連結会計 

全体会計 

一般会計等 
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第３． 令和３年度 財務書類４表 

１．一般会計等財務書類４表 
 

 

（単位：千円）

科目 金額 科目 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 56,821,304   固定負債 18,525,925

    有形固定資産 47,108,295     地方債 14,811,969

      事業用資産 29,433,933     長期未払金 -

        土地 12,884,623     退職手当引当金 3,199,761

        立木竹 -     損失補償等引当金 464,957

        建物 46,530,189     その他 49,238

        建物減価償却累計額 -30,443,591   流動負債 2,035,435

        工作物 3,469,256     １年内償還予定地方債 1,692,285

        工作物減価償却累計額 -3,029,864     未払金 -

        船舶 -     未払費用 -

        船舶減価償却累計額 -     前受金 -

        浮標等 -     前受収益 -

        浮標等減価償却累計額 -     賞与等引当金 161,709

        航空機 -     預り金 164,550

        航空機減価償却累計額 -     その他 16,891

        その他 - 負債合計 20,561,360

        その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

        建設仮勘定 23,320   固定資産等形成分 59,864,327

      インフラ資産 17,168,898   余剰分（不足分） -19,151,138

        土地 2,560,780

        建物 446,132

        建物減価償却累計額 -380,676

        工作物 44,030,546

        工作物減価償却累計額 -29,538,029

        その他 2,860

        その他減価償却累計額 -

        建設仮勘定 47,285

      物品 1,683,260

      物品減価償却累計額 -1,177,796

    無形固定資産 90,890

      ソフトウェア 90,890

      その他 -

    投資その他の資産 9,622,119

      投資及び出資金 3,156,917

        有価証券 20,114

        出資金 3,136,803

        その他 -

      投資損失引当金 -

      長期延滞債権 193,317

      長期貸付金 440,939

      基金 2,641,247

        減債基金 -

        その他 2,641,247

      その他 3,199,761

      徴収不能引当金 -10,062

  流動資産 4,453,245

    現金預金 1,360,217

    未収金 50,346

    短期貸付金 -

    基金 3,043,023

      財政調整基金 2,149,169

      減債基金 893,854

    棚卸資産 -

    その他 -

    徴収不能引当金 -342 純資産合計 40,713,189

資産合計 61,274,549 負債及び純資産合計 61,274,549

貸借対照表
（令和4年3月31日現在）
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（単位：千円）

    その他 -

純行政コスト 16,419,732

    その他 -

  臨時利益 14,964

    資産売却益 14,964

    資産除売却損 2,093,873

    投資損失引当金繰入額 -

    損失補償等引当金繰入額 -

純経常行政コスト 14,340,824

  臨時損失 2,093,873

    災害復旧事業費 -

  経常収益 598,332

    使用料及び手数料 288,236

    その他 310,096

      社会保障給付 1,707,482

      他会計への繰出金 1,202,863

      その他 13,001

        その他 72,040

    移転費用 7,117,379

      補助金等 4,194,033

      その他の業務費用 139,121

        支払利息 56,677

        徴収不能引当金繰入額 10,404

        維持補修費 212,268

        減価償却費 2,164,228

        その他 -

        その他 402,340

      物件費等 4,981,273

        物件費 2,604,776

        職員給与費 2,137,335

        賞与等引当金繰入額 161,709

        退職手当引当金繰入額 -

  経常費用 14,939,156

    業務費用 7,821,777

      人件費 2,701,384

行政コスト計算書
自　令和3年4月1日
至　令和4年3月31日

科目 金額
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（単位：千円）

固定資産

等形成分

余剰分

(不足分)

前年度末純資産残高 42,322,480 62,638,965 -20,316,485

  純行政コスト（△） -16,419,732 -16,419,732

  財源 14,891,977 14,891,977

    税収等 11,015,038 11,015,038

    国県等補助金 3,876,939 3,876,939

  本年度差額 -1,527,756 -1,527,756

  固定資産等の変動（内部変動） -2,673,052 2,673,052

    有形固定資産等の増加 571,599 -571,599

    有形固定資産等の減少 -4,423,790 4,423,790

    貸付金・基金等の増加 1,214,139 -1,214,139

    貸付金・基金等の減少 -35,000 35,000

  資産評価差額 -97,302 -97,302

  無償所管換等 2 2

  その他 15,764 -4,287 20,051

  本年度純資産変動額 -1,609,291 -2,774,638 1,165,347

本年度末純資産残高 40,713,189 59,864,327 -19,151,138

純資産変動計算書
自　令和3年4月1日
至　令和4年3月31日

科目 合計
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（単位：千円）

前年度末歳計外現金残高 173,929

本年度歳計外現金増減額 -9,379

本年度末歳計外現金残高 164,550

本年度末現金預金残高 1,360,217

    その他の収入 -

財務活動収支 -780,066

本年度資金収支額 202,041

前年度末資金残高 993,627

本年度末資金残高 1,195,668

  財務活動支出 1,698,466

    地方債償還支出 1,681,575

    その他の支出 16,891

  財務活動収入 918,400

    地方債発行収入 918,400

    貸付金元金回収収入 1,120

    資産売却収入 22,277

    その他の収入 -

投資活動収支 -1,592,632

【財務活動収支】

    貸付金支出 1,000

    その他の支出 -

  投資活動収入 194,106

    国県等補助金収入 135,709

    基金取崩収入 35,000

【投資活動収支】

  投資活動支出 1,786,738

    公共施設等整備費支出 525,149

    基金積立金支出 1,214,139

    投資及び出資金支出 46,450

  臨時支出 -

    災害復旧事業費支出 -

    その他の支出 -

  臨時収入 -

業務活動収支 2,574,739

  業務収入 15,357,375

    税収等収入 11,016,924

    国県等補助金収入 3,741,229

    使用料及び手数料収入 289,380

    その他の収入 309,841

    移転費用支出 7,117,379

      補助金等支出 4,194,033

      社会保障給付支出 1,707,482

      他会計への繰出支出 1,202,863

      その他の支出 13,001

    業務費用支出 5,665,257

      人件費支出 2,720,869

      物件費等支出 2,817,044

      支払利息支出 56,677

      その他の支出 70,667

資金収支計算書
自　令和3年4月1日
至　令和4年3月31日

科目 金額

【業務活動収支】

  業務支出 12,782,636
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貸借対照表の状況(一般会計等) 

【資産の部】 

資産の部は、負債及び資本がどのように使われたかを表しており、市民の財産とし

て将来世代に残る財産や権利等の金額が計上されています。 

資産は、「固定資産(長期にわたり住民サービス等に使用される資産、または長期に

わたり自治体が保有する資産)」及び「流動資産(基準日の翌日から起算して 1年以内

に現金化される予定の資産)」に分類して表示されます。 

本市では資産全体の 92.7％にあたる 56,821 百万円が「固定資産」です。このうち、

「事業用資産」、「インフラ資産」及び「物品」で構成される「有形固定資産」がその

82.9%(47,108 百万円)を占めています。 

「事業用資産」は、庁舎、学校、市営住宅等の公共サービスに供される資産であり、

土地(12,885 百万円)と建物(16,086 百万円)がその 98.4％を占めています。 

「インフラ資産」は、道路や公園等の社会基盤となる資産であり、工作物(14,493 百

万円)がその 84.4％(内、道路 52.3％、橋梁 30.8％)を占めています。 

「減価償却累計額」は有形固定資産の内の償却資産（土地以外の資産）についての

老朽化度合を示しています。 

「投資その他の資産」は、出資金や有価証券、長期延滞債権、基金、徴収不能引当

金等で、計 9,622 百万円となっています。内、「投資及び出資金」として 3,157 百万円

を計上しており、主なものは、水道事業会計や下水道事業会計、一般財団法人 海津市

観光情報センター、社会福祉法人 海津市社会福祉協議会への出資金等です。また、「長

期延滞債権」(納付期限・回収期限から 1年を超えている債権)として 193 百万、長期

延滞債権に対する回収不能見込額として徴収不能引当金を 10 百万円計上しています。 

「流動資産」は、4,453 百万円であり、内、4,403 百万円は財政調整基金（2,149 百

万円）、減債基金（894 百万円）及び現金預金（1,360 百万円）から構成される現金預

金相当分です。この金額が大きいほど、今後の財政運営に余力があるといえます。 

 

【負債の部】 

負債の部は、「固定負債(１年超後に弁済期限が到来する負債)」、「流動負債(貸借対

照表作成基準日の翌日から起算して１年以内に弁済期限が到来する負債)」に分類し

て表示されます。 

負債の部のうち、地方債は 16,504 百万円であり、負債の 80.3％を占めています。

そのうち「固定負債」に該当する地方債は 14,812 百万円、「流動負債」に該当する地
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方債(1 年以内に償還予定のもの)は 1,692 百万円となっています。 

老朽化した公共施設の改修工事など、今後多くの財政出動が見込まれるなか、将来

にわたり使用する公共施設の性質上、世代間の公平性の観点から、その財源として計

画的に地方債を活用してまいります。 

 

 行政コスト計算書の状況(一般会計等) 

【純経常行政コスト】 

経常的な行政コストである「経常費用」は 14,939 百万円です。 

性質別では、人件費が 2,701 百万円（18.1％）、物件費等が 4,981 百万円（33.3％）、

支払利息を含むその他の業務費用が 139 百万円（0.9％)、移転費用が 7,117 百万円

（47.7％）となっています。内、資金支出を伴わない減価償却費が 2,164 百万円（14.5％）

となっています。 

「経常収益」は、施設の使用料等、直接の受益者負担に相当する収入額であり、598

百万円となっています。「経常収益」の「経常費用」に対する比率、いわゆる「受益者

負担率」は 4.0％となっています。 

経常費用から経常収益を差し引いた「純経常行政コスト」は 14,341 百万円です。 

 

【純行政コスト】 

固定資産台帳の見直し、平田地区体育館の除却等により「臨時損失」として、2,094

百万円を計上しています。また、「臨時利益」として、資産売却益を 15 百万円を計上

しています。 

「純経常行政コスト」に「臨時損失」を加え「臨時利益」を差し引いた「純行政コ

スト」は 16,420 百万円であり、この部分が直接の受益者負担ではなく、税収や国県等

補助金で賄われていることになります 

 

純資産変動計算書の状況(一般会計等) 

【本年度差額】 

行政コスト計算書に表示される「純行政コスト」が、受益者負担以外の経常的な財

源によりどの程度賄われているかを把握することができます。 

今年度は、「純行政コスト」16,420 百万円に対し、財源(税収等、国県等補助金額)が

14,892 百万円であったことから、1,528 百万円の財源不足であり、「純行政コスト」を

一般財源や補助金受入等の当年度収入で賄いきれなかったということが分かります。 
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【固定資産等の変動（内部変動）】 

純資産変動計算書は、内訳として、①「固定資産等形成分(財源が固定資産等として

運用されているもの)」、②「余剰分（不足分）(財源が①以外で運用されているもの)」

の 2 つに区分し表示します。また、「内部変動」(固定資産等の内訳の変動)について

は、純資産変動計算書において明らかにする必要があり、具体的には有形固定資産等

の増加及び減少、貸付金・基金等の増加及び減少が該当します。 

今年度、有形固定資産等の取得により内部変動した額は 572 百万円でした。一方、

減価償却等による有形固定資産等の減少額は 4,424 百万円でした。 

貸付金・基金の増加により内部変動した額は 1,214 百万円で、基金の積立等により

増加した額を表しています。一方、貸付金・基金の減少により内部変動した額は 35 百

万円で、基金の取崩等により減少した額を表しています。 

 

【本年度末純資産残高】 

これらの結果、当年度末の純資産の残高は、期首残高 42,322 百万円と比べ総額で

1,609 百万円減少し、40,713 百万円となりました。その内訳は、「固定資産等形成分」

が期首と比べて 2,775 百万円の減少、「余剰分（不足分）」が期首と比べて 1,165 百万

円の増加となっています。 

 

資金収支計算書の状況(一般会計等) 

【業務活動収支の部】 

「業務活動収支」は、経常的な行政活動に係る資金収支を示しており、今年度の「業

務活動収支」は 2,575 百万円の収入超過でした。 

内、「業務支出」の主なものは、人件費 2,721 百万円、物件費等 2,817 百万円、補助

金等 4,194 百万円、社会保障給付 1,707 百万円、他会計への繰出 1,203 百万円であり、

合計は 12,783 百万円となっています。 

「業務収入」には、行政サービスによる支出を賄うための財源を計上しており、市

税等の税収等収入 11,017 百万円、国県等補助金収入 3,741 百万円のほか、使用料・手

数料等による収入が計上されており、合計は 15,357 百万円となっています。 
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【投資活動収支の部】 

「投資活動支出」の主なものは、公共施設等整備費 525 百万円、基金積立金 1,214

百万円であり、合計で 1,787 百万円となっています。 

これに対する「投資活動収入」は合計で 194 百万円であり、「投資活動収支」は 1,593

百万円の支出超過となっています。この財源の不足は「業務活動収支」で賄われるこ

とになります。 

 

【財務活動収支の部】 

「財務活動支出」の主なものは、地方債償還 1,682 百万円であり、合計で 1,698 百

万円となっています。これに対する「財務活動収入」は合計で 918 百万円であり、「財

務活動収支」は 780 百万円の支出超過となっています。 

これらの結果、「本年度資金収支額」は 202 百万円、「本年度末現金預金残高」は 1,360

百万円となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 18 

（単位：千円）

科目 金額 科目 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 98,455,045   固定負債 50,631,473

    有形固定資産 90,667,715     地方債等 28,417,190

      事業用資産 30,233,292     長期未払金 -

        土地 12,884,623     退職手当引当金 3,199,761

        土地減損損失累計額 -     損失補償等引当金 464,957

        立木竹 -     その他 18,549,565

        立木竹減損損失累計額 -   流動負債 3,905,727

        建物 48,389,234     １年内償還予定地方債等 3,177,602

        建物減価償却累計額 -31,504,424     未払金 332,666

        建物減損損失累計額 -     未払費用 -

        工作物 3,472,590     前受金 -

        工作物減価償却累計額 -3,032,052     前受収益 -

        工作物減損損失累計額 -     賞与等引当金 207,568

        船舶 -     預り金 164,550

        船舶減価償却累計額 -     その他 23,341

        船舶減損損失累計額 - 負債合計 54,537,200

        浮標等 - 【純資産の部】

        浮標等減価償却累計額 -   固定資産等形成分 101,498,068

        浮標等減損損失累計額 -   余剰分（不足分） -50,067,289

        航空機 -   他団体出資等分 -

        航空機減価償却累計額 -

        航空機減損損失累計額 -

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        その他減損損失累計額 -

        建設仮勘定 23,320

      インフラ資産 55,997,134

        土地 4,923,051

        土地減損損失累計額 -

        建物 3,812,502

        建物減価償却累計額 -1,886,436

        建物減損損失累計額 -

        工作物 101,417,493

        工作物減価償却累計額 -52,453,531

        工作物減損損失累計額 -

        その他 2,860

        その他減価償却累計額 -

        その他減損損失累計額 -

        建設仮勘定 181,195

      物品 16,830,874

      物品減価償却累計額 -12,393,585

      物品減損損失累計額 -

    無形固定資産 98,230

      ソフトウェア 98,150

      その他 80

    投資その他の資産 7,689,100

      投資及び出資金 448,762

        有価証券 420,114

        出資金 28,648

        その他 -

      長期延滞債権 409,447

      長期貸付金 440,939

      基金 3,218,045

        減債基金 -

        その他 3,218,045

      その他 3,199,761

      徴収不能引当金 -27,854

  流動資産 7,512,934

    現金預金 3,918,688

    未収金 544,818

    短期貸付金 -

    基金 3,043,023

      財政調整基金 2,149,169

      減債基金 893,854

    棚卸資産 10,286

    その他 -

    徴収不能引当金 -3,880

  繰延資産 - 純資産合計 51,430,778

資産合計 105,967,978 負債及び純資産合計 105,967,978

連結貸借対照表
（令和4年3月31日現在）

2．全体財務書類４表 
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（単位：千円）

    資産売却益 14,964

    その他 108

純行政コスト 23,893,745

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 669

  臨時利益 15,072

  臨時損失 2,126,108

    災害復旧事業費 -

    資産除売却損 2,125,439

    使用料及び手数料 1,310,696

    その他 1,012,859

純経常行政コスト 21,782,709

      社会保障給付 1,707,482

      その他 13,126

  経常収益 2,323,555

        その他 105,639

    移転費用 13,090,256

      補助金等 11,369,648

      その他の業務費用 397,478

        支払利息 278,223

        徴収不能引当金繰入額 13,616

        維持補修費 297,275

        減価償却費 3,678,552

        その他 67

        その他 544,418

      物件費等 7,335,564

        物件費 3,359,670

        職員給与費 2,532,073

        賞与等引当金繰入額 206,474

        退職手当引当金繰入額 -

  経常費用 24,106,263

    業務費用 11,016,007

      人件費 3,282,964

連結行政コスト計算書
自　令和3年4月1日
至　令和4年3月31日

科目 金額
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（単位：千円）

固定資産

等形成分

余剰分

(不足分)

他団体出資等分

前年度末純資産残高 52,760,611 104,617,511 -51,856,900 -

  純行政コスト（△） -23,893,745 -23,893,745 -

  財源 22,645,448 22,645,448 -

    税収等 14,595,370 14,595,370 -

    国県等補助金 8,050,077 8,050,077 -

  本年度差額 -1,248,297 -1,248,297 -

  固定資産等の変動（内部変動） -3,063,317 3,063,317

    有形固定資産等の増加 1,786,424 -1,786,424

    有形固定資産等の減少 -6,028,892 6,028,892

    貸付金・基金等の増加 1,214,151 -1,214,151

    貸付金・基金等の減少 -35,000 35,000

  資産評価差額 -97,302 -97,302

  無償所管換等 2 2

  他団体出資等分の増加 - -

  他団体出資等分の減少 - -

  比例連結割合変更に伴う差額 - - - -

  その他 15,764 41,174 -25,410

  本年度純資産変動額 -1,329,833 -3,119,443 1,789,610 -

本年度末純資産残高 51,430,778 101,498,068 -50,067,289 -

連結純資産変動計算書
自　令和3年4月1日
至　令和4年3月31日

科目 合計
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（単位：千円）

前年度末歳計外現金残高 173,929

本年度歳計外現金増減額 -9,379

本年度末歳計外現金残高 164,550

本年度末現金預金残高 3,918,688

財務活動収支 -1,071,211

本年度資金収支額 599,844

前年度末資金残高 3,154,294

比例連結割合変更に伴う差額 -

本年度末資金残高 3,754,138

    地方債等償還支出 3,194,620

    その他の支出 16,891

  財務活動収入 2,140,300

    地方債等発行収入 2,140,300

    その他の収入 -

    資産売却収入 22,277

    その他の収入 145,421

投資活動収支 -2,176,911

【財務活動収支】

  財務活動支出 3,211,511

    その他の支出 -

  投資活動収入 752,351

    国県等補助金収入 548,533

    基金取崩収入 35,000

    貸付金元金回収収入 1,120

  投資活動支出 2,929,261

    公共施設等整備費支出 1,714,111

    基金積立金支出 1,214,151

    投資及び出資金支出 -

    貸付金支出 1,000

    災害復旧事業費支出 -

    その他の支出 669

  臨時収入 108

業務活動収支 3,847,966

【投資活動収支】

    税収等収入 13,964,414

    国県等補助金収入 7,914,368

    使用料及び手数料収入 1,311,519

    その他の収入 1,016,427

  臨時支出 669

    移転費用支出 13,090,256

      補助金等支出 11,369,648

      社会保障給付支出 1,707,482

      その他の支出 13,126

  業務収入 24,206,728

    業務費用支出 7,267,945

      人件費支出 3,302,008

      物件費等支出 3,583,249

      支払利息支出 278,223

      その他の支出 104,466

連結資金収支計算書
自　令和3年4月1日
至　令和4年3月31日

科目 金額

【業務活動収支】

  業務支出 20,358,201
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貸借対照表の状況(全体会計) 

【資産の部】 

資産合計は、105,968 百万円で、一般会計等（61,275 百万円）の約 1.7 倍となって

います。 

固定資産の内、「有形固定資産」は一般会計等の約 1.9 倍となっており、これは主に

「インフラ資産」の増加によるものです。 

「投資その他の資産」については、全体会計では 7,689 百万円となり、一般会計等

の 9,622 百万円と比べて 1,933 百万円の減となっています。一方、長期延滞債権につ

いては一般会計等に比べ、216 百万円の増、基金については 577 百万円の増となって

います。 

「流動資産」は、全体会計では 7,513 百万円となり、一般会計等の 4,453 百万円に

比べて 3,060 百万円の増となっており、主な内容は、現金預金 2,559 百万円の増、未

収金 494 百万円の増です。徴収不能引当金は全体会計では 4百万円となり、一般会計

等に比べ 4百万円の増となっています。 

 

【負債の部】 

負債合計は 54,537 百万円で、一般会計等(20,561 百万円)の約 2.7 倍となっていま

す。  

 

【純資産の部】 

純資産は、51,431 百万円で、一般会計等 (40,713 百万円)の約 1.3 倍になっていま

す。 

 

行政コスト計算書の状況(全体会計) 

【純経常行政コスト】 

「経常費用」の総額は 24,106 百万円で、一般会計等(14,939 百万円)の約 1.6 倍と

なっています。 

「経常費用」の内、人件費は 3,283 百万円、物件費等は 7,336 百万円でそれぞれ一

般会計等の約 1.2 倍、約 1.5 倍となっています。また、移転費用の総額は 13,090 百万

円で、一般会計等の約 1.8 倍となっています。支払利息は、全体会計では 278 百万円

で、一般会計等の約 4.9 倍となっています。一方で、他会計繰出金は会計間の相殺に

より 0円となっています。 
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「経常収益」は総額で 2,324 百万円となり、一般会計等の約 3.9 倍となっています。 

「経常費用」から「経常収益」を差し引いた「純経常行政コスト」は 21,783 百万円

で、一般会計等の約 1.5 倍となっています。 

 

【純行政コスト】 

「純経常行政コスト」に「臨時損失」を加え「臨時利益」を差し引いた「純行政コ

スト」は 23,894 百万円となり、一般会計等の約 1.5 倍となっています。この部分が直

接の受益者負担ではなく、地方税や補助金等で賄われることになります。 

 

純資産変動計算書の状況(全体会計) 

【本年度差額】 

「純行政コスト」23,894 百万円に対し、「財源」が 22,645 百万円となったことから、

1,248 百万円の「本年度差額（マイナス）」が生じる結果となりました。 

 

【固定資産等の変動（内部変動）】 

有形固定資産の増加額等を表す「有形固定資産等の増加」は 1,786 百万円です。一

方、減価償却等により有形固定資産が減少した額は 6,029 百万円です。 

また、貸付金・基金の増加により純資産の内訳が変動した額は 1,214 百万円です。

貸付金・基金の減少により内部変動した額は 35 百万円です。 

 

【本年度末純資産残高】 

これらの結果、当年度末の純資産の残高は、期首残高 52,761 百万円と比べ、総額

で 1,330 百万円の減少となり、51,431 百万円となりました。 

 

資金収支計算書の状況(全体会計) 

【業務活動収支の部】 

「業務活動収支」は 3,848 百万円の収入超過となりました。 

 

【投資活動収支の部】 

「投資活動収支」は、2,177 百万円の支出超過となりました。 

「投資活動支出」は、一般会計等の 1,787 百万円に比べ 1,142 百万円多い 2,929 百

万円になりました。「投資活動収入」は合計 752 百万円となっています。 
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【財務活動収支の部】 

「財務活動収支」は、1,071 百万円の支出超過となりました。  
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（単位：千円）

科目 金額 科目 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 100,914,907   固定負債 50,824,123

    有形固定資産 92,300,114     地方債等 28,808,360

      事業用資産 31,854,718     長期未払金 -

        土地 13,165,436     退職手当引当金 3,464,720

        土地減損損失累計額 -     損失補償等引当金 -

        立木竹 -     その他 18,551,043

        立木竹減損損失累計額 -   流動負債 4,096,509

        建物 49,958,258     １年内償還予定地方債等 3,343,535

        建物減価償却累計額 -32,306,797     未払金 352,300

        建物減損損失累計額 -     未払費用 -

        工作物 3,506,194     前受金 -

        工作物減価償却累計額 -3,058,708     前受収益 -

        工作物減損損失累計額 -     賞与等引当金 210,608

        船舶 -     預り金 166,361

        船舶減価償却累計額 -     その他 23,705

        船舶減損損失累計額 - 負債合計 54,920,631

        浮標等 - 【純資産の部】

        浮標等減価償却累計額 -   固定資産等形成分 103,958,896

        浮標等減損損失累計額 -   余剰分（不足分） -50,074,040

        航空機 -   他団体出資等分 -

        航空機減価償却累計額 -

        航空機減損損失累計額 -

        その他 1,693,758

        その他減価償却累計額 -1,693,758

        その他減損損失累計額 -

        建設仮勘定 590,335

      インフラ資産 55,997,134

        土地 4,923,051

        土地減損損失累計額 -

        建物 3,812,502

        建物減価償却累計額 -1,886,436

        建物減損損失累計額 -

        工作物 101,417,493

        工作物減価償却累計額 -52,453,531

        工作物減損損失累計額 -

        その他 2,860

        その他減価償却累計額 -

        その他減損損失累計額 -

        建設仮勘定 181,195

      物品 16,898,883

      物品減価償却累計額 -12,450,622

      物品減損損失累計額 -

    無形固定資産 98,230

      ソフトウェア 98,150

      その他 80

    投資その他の資産 8,516,563

      投資及び出資金 440,762

        有価証券 420,114

        出資金 20,648

        その他 -

      長期延滞債権 409,642

      長期貸付金 440,939

      基金 4,009,902

        減債基金 -

        その他 4,009,902

      その他 3,243,185

      徴収不能引当金 -27,867

  流動資産 7,890,580

    現金預金 4,269,350

    未収金 544,872

    短期貸付金 -

    基金 3,043,988

      財政調整基金 2,150,134

      減債基金 893,854

    棚卸資産 10,843

    その他 25,408

    徴収不能引当金 -3,882

  繰延資産 - 純資産合計 53,884,856

資産合計 108,805,487 負債及び純資産合計 108,805,487

連結貸借対照表
（令和4年3月31日現在）

3．連結財務書類４表 
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（単位：千円）

    資産売却益 14,964

    その他 578

純行政コスト 28,429,949

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 2,027

  臨時利益 15,542

  臨時損失 2,127,467

    災害復旧事業費 -

    資産除売却損 2,125,439

    使用料及び手数料 1,378,455

    その他 1,272,278

純経常行政コスト 26,318,024

      社会保障給付 6,069,782

      その他 13,739

  経常収益 2,650,733

        その他 284,854

    移転費用 16,897,896

      補助金等 10,814,375

      その他の業務費用 581,748

        支払利息 283,276

        徴収不能引当金繰入額 13,617

        維持補修費 303,179

        減価償却費 3,728,789

        その他 91

        その他 567,700

      物件費等 7,887,883

        物件費 3,855,823

        職員給与費 2,823,968

        賞与等引当金繰入額 209,514

        退職手当引当金繰入額 50

  経常費用 28,968,757

    業務費用 12,070,862

      人件費 3,601,231

連結行政コスト計算書
自　令和3年4月1日
至　令和4年3月31日

科目 金額
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（単位：千円）

固定資産

等形成分

余剰分

(不足分)

他団体出資等分

前年度末純資産残高 55,105,313 106,771,288 -51,665,975 -

  純行政コスト（△） -28,429,949 -28,429,949 -

  財源 27,321,254 27,321,254 -

    税収等 17,240,521 17,240,521 -

    国県等補助金 10,080,733 10,080,733 -

  本年度差額 -1,108,695 -1,108,695 -

  固定資産等の変動（内部変動） -2,748,023 2,748,023

    有形固定資産等の増加 2,190,715 -2,190,715

    有形固定資産等の減少 -6,079,480 6,079,480

    貸付金・基金等の増加 1,223,228 -1,223,228

    貸付金・基金等の減少 -82,487 82,487

  資産評価差額 -97,302 -97,302

  無償所管換等 2 2

  他団体出資等分の増加 - -

  他団体出資等分の減少 - -

  比例連結割合変更に伴う差額 -3,929 -6,318 2,389 -

  その他 -10,534 39,249 -49,782

  本年度純資産変動額 -1,220,458 -2,812,392 1,591,935 -

本年度末純資産残高 53,884,856 103,958,896 -50,074,040 -

連結純資産変動計算書
自　令和3年4月1日
至　令和4年3月31日

科目 合計
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（単位：千円）

前年度末歳計外現金残高 173,929

本年度歳計外現金増減額 -9,377

本年度末歳計外現金残高 164,552

本年度末現金預金残高 4,269,350

財務活動収支 -1,006,405

本年度資金収支額 504,605

前年度末資金残高 3,609,107

比例連結割合変更に伴う差額 -8,915

本年度末資金残高 4,104,798

    地方債等償還支出 3,371,067

    その他の支出 17,256

  財務活動収入 2,381,918

    地方債等発行収入 2,381,918

    その他の収入 -

    資産売却収入 22,277

    その他の収入 155,457

投資活動収支 -2,542,470

【財務活動収支】

  財務活動支出 3,388,323

    その他の支出 -

  投資活動収入 807,758

    国県等補助金収入 548,533

    基金取崩収入 80,371

    貸付金元金回収収入 1,120

  投資活動支出 3,350,229

    公共施設等整備費支出 2,117,921

    基金積立金支出 1,231,308

    投資及び出資金支出 -

    貸付金支出 1,000

    災害復旧事業費支出 -

    その他の支出 669

  臨時収入 108

業務活動収支 4,053,481

【投資活動収支】

    税収等収入 16,610,748

    国県等補助金収入 9,944,674

    使用料及び手数料収入 1,379,278

    その他の収入 1,274,652

  臨時支出 669

    移転費用支出 16,897,896

      補助金等支出 10,814,375

      社会保障給付支出 6,069,782

      その他の支出 13,739

  業務収入 29,209,352

    業務費用支出 8,257,415

      人件費支出 3,608,434

      物件費等支出 4,082,042

      支払利息支出 283,276

      その他の支出 283,663

連結資金収支計算書
自　令和3年4月1日
至　令和4年3月31日

科目 金額

【業務活動収支】

  業務支出 25,155,311
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貸借対照表の状況(連結会計) 

【資産の部】 

資産合計は 108,805 百万円で、一般会計等（61,275 百万円）の約 1.8 倍となって

います。 

固定資産のうち、「有形固定資産」は 92,300 百万円で、一般会計等(47,108 百万

円)の約 2.0 倍となっています。一方、「投資その他の資産」については 8,517 百万

円となり、一般会計等(9,622 百万円)に比べ、1,105 百万円の減となっています。

また、一般会計等に比べ、長期延滞債権については 217 百万円、基金については

1,369 百万円の増となっています。 

「流動資産」は 7,891 百万円で、一般会計等(4,453 百万円)に比べ 3,438 百万円

の増となっており、内、現金預金が 2,909 百万円、未収金が 495 百万円の増となっ

ています。 

 

【負債の部】 

負債合計は、54,921 百万円で、一般会計等 (20,561 百万円)の約 2.7 倍となって

います。 

 

【純資産の部】 

純資産は、53,885 百万円で、一般会計等 (40,713 百万円)の約 1.3 倍になってい

ます。 

 

行政コスト計算書の状況(連結会計) 

【純経常行政コスト】 

「経常費用」の総額は 28,969 百万円で、一般会計等(14,939 百万円)の約 1.9 倍

となっています。「経常費用」の内、人件費は 3,601 百万円、物件費等は 7,888 百万

円で、それぞれ一般会計等の約 1.3 倍、約 1.6 倍となっています。また、移転費用

の総額は 16,898 百万円で、一般会計等の約 2.4 倍となっており、主な要因は、全体

会計の要因に加え、岐阜県後期高齢者医療広域連合（特別会計）において 4,362 百

万円の社会保障給付支出（移転費用）を計上していることによるものです。 

「経常収益」は総額で 2,651 百万円となり、一般会計等(598 百万円)の約 4.4 倍

となっています。 

「経常費用」から「経常収益」を差し引いた「純経常行政コスト」は 26,318 百万
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円となり、一般会計等(14,341 百万円)の約 1.8 倍となっています。 

 

純資産変動計算書の状況(連結) 

【純行政コスト】 

「純行政コスト」は 28,430 百万円となり、一般会計等(16,420 百万円)の約 1.7 倍

となっています。 

 

【本年度差額】 

今年度は、「純行政コスト」28,430 百万円に対し、「財源」が 27,321 百万円となっ

たことから、1,109 百万円の本年度差額（マイナス）が生じる結果となりました。 

 

【固定資産等の変動（内部変動）】 

有形固定資産等の増加額は 2,191 百万円です。一方、減価償却等により有形固定資

産が減少した額は 6,079 百万円です。 

貸付金・基金の増加により内部変動した額は 1,223 百万円です。一方、貸付金・基

金の減少により内部変動した額は 82 百万円です。 

 

【本年度末純資産残高】 

これらの結果、当年度末の純資産の残高は 53,885 百万円となり、期首と比べ総額で

1,220 百万円の減少となりました。 

※連結対象団体である一部事務組合・広域連合を連結する際は、経費負担金割合（比

例連結割合）を連結対象団体の各勘定科目に乗じて全体会計と合算する方法（比

例連結）で行っています。この比例連結にあたり、一部事務組合・広域連合に対

する前年度の負担割合と、当年度の負担割合が異なる場合、前年度期末額と当年

度期首額に差額が発生します。この差額を解消するため、純資産変動計算書にお

ける比例連結割合変更に伴う差額として、4 百万円（マイナス）を計上していま

す。 
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連結収支計算書の状況(連結会計) 

【業務活動収支の部】 

「業務活動収支」は 4,053 百万円の収入超過となっています。 

 

【投資活動収支の部】 

「投資活動収支」は、2,542 百万円の支出超過となっています。 

「投資活動支出」は、一般会計等(1,787 百万円)の約 1.9 倍の 3,350 百万円となっ

ています。「投資活動収入」は、一般会計等(194 百万円)の約 4.2 倍の 808 百万円と

なっています。 

 

【財務活動収支の部】 

「財務活動収支」は、1,006 百万円の支出超過となっています。 

「本年度資金収支額」は 505 百万円の収入超過となり、「本年度末資金残高」は 4,105

百万円となりました。「本年度末資金残高」に歳計外現金 165 百万を加えた「本年度

末現金預金残高」は 4,269 百万円となっています。 


